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論 文 内 容 の 要 旨
著者がここに研究の題目とした心内膜炎は, 循環器系疾患の中でも最も重要な疾患でありながら, なお
幾多の疑問を有している疾患である｡ 成書によれば, 心内膜炎は各種の心臓疾患の中でも最もしばしば見
られるものであり, また最も重要な意味を持つ疾患とされている｡ それにもかかわらず, その真の原因に











3) 各臓器においても血管壁の線維素様膨化, 内膜の剥離, 硝子様化,空海形成, 壁の 2 重構造などが
著明で, また静脈症費を認め 粟粒動脈痛をも認めた｡
4) 血管の変化は, 概して細小血管に多 く, 大および中等度血管には変化が少なかった｡
5) 1例において, 肺胞腔内にマッソソ体を数個発見した｡
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6) 今回の検索による組織変化特に血管壁の変化は, アレルギー機序に基き, アレルギー性変化として
･書
全身末栴血管に惹起されたもので, 汎内皮症 と解釈される｡
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材料につき, 全身性のいわゆる内膜アレルギーという立場から, 心内膜はもちろん, 心筋実質およびさら
に肝, 腎, 肺などの各内臓器管について, とくにその末梢細血管の病理組織学的研究をこころみ声のであ
る｡ その結果およそつぎのような成績を得たのであった｡








織変化として全身末梢血管に惹起される血管壁病変の存在を指摘し, 本病症の解析に A llgem eine E ndo-
theliose 汎内皮症の概念を導入すべきことをといているのである｡
このように本研究はこの方面におけるまったく新しい興味深 く, かつ有益なる内容のものであり, 医学
博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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